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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社　藤本物産

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

「最高の品質とこころのこもった行動を通じてお客様と従業員の満足を追及し新しい食文化を拓く創造
企業を目指します。」を理念に掲げ、本業を通じた持続的な地域社会の実現のため、青果物流通のプロ
フェッショナルとして日々発展し成長し続けます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

当社は、事業活動を通じて、それに関わる得意先・取引先を大切にします。また、協力企業や自治体、金融
機関等、ステークホルダーとの信頼関係を構築するとともに持続可能な社会づくりに向け取り組んでい
きます。

環境

・事業活動に伴う食品廃棄物削減
・廃棄量
2026年10％削減
（2023年比）

社会

経済

・ダイバーシティ経営の推進
・テレワーク実施率
2023年0％⇒2026年5％

社会

経済

環境

・本業での地方創生への貢献
・県内産品取扱量
2026年20％増加
（2023年比）

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境 ・事業活動に伴う食品廃棄物削減
未達理由：品質基準が厳しく廃棄せざるを得ない
場合があったため

・廃棄量
2023年10％削減
（2020年比）

廃棄量7％削減社会

経済

環境 ・ダイバーシティ経営の推進により多様な働き方
を取り入れる。
未達理由：コロナが終息し、その後の対応のため
出社による対応が増加したため

・テレワーク実施率
（2020年0％⇒5％）

テレワーク実施率
0％

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境 ・本業での地方創生への貢献
未達理由：県内にて物量が確保できず、予算達成
のため県外からの仕入をおこなったため

・県内産品取扱量
20％増加
（2020年比）

県内産品取扱量
9.5％増加

社会

経済


